
ベッドダイプのシチく求べど上カー

安全基準B型

(7カ月～2オまで)
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コンビの赤ちゃん工学より生まれた、「フルリクB」は、赤ちゃんの体の特徴、発育状況を、心身両面より石汗究し、

開発されたベビーカーです。赤ちゃんのすこやかな成長とともに、ながくご愛用いただけますよう、お願い申しあ

げます。

1)居 住性|よ?

●フルリクBは、おフトンのような柔らかシートで、

赤ちゃんにソフ トな座 りごこちです。

●4段階リクライエングで、ベッドに寝たと同じ姿勢

が保てます。

2)1央適1とは?

●シートは、汗かきの赤ちゃんの為に、綿100%の表地

をイ費用しました。

●シー トは、簡単に取りはずして、水洗いできるため、

いつも'奇契な状態で使用できます。

●大型幌が、風や太陽光線から赤ちゃんをしっかり

とガー ドします。

3)安 全性|よ?

●コンビ独自のリンク式サスペンションで、悪路でも、

小さな赤ちやんへの影響を極力少なくしました。

●ス トッパーは確実性の高いダブル回ック方式を採用

しました。

●シー トベル トは、赤ちゃんの成長に合わせて調整で

きるので、赤ちゃんを優 しく、しつかリホ
ール ドし

ます。

1)操 作性 は ?

●開閉操作は、赤ちゃんを抱いたまま、つま先でワン

タッチ。リクライエングは片手で簡単に操作できま

す。

●ハンドルの高さは身長に合わせて調整できます。

2)移 動には?

●キャスター機構の車輪により、方向転換がスムーズ

にできます。

3)お 買物は?

●ジャンボサイズの買い物カゴで従来のお買い物の不

便さを解消しました。

●お買い物を入れたまま、買い物カゴを取りはずして

持ち運びができます。

4)収 納性は ?

●コンパクトに折りたため、自立しますので収納場所

を取りません。

●ハ ン ドルを折 り曲げればさらに低 くな ります。

5)お 洗濯は ?

●シートは簡単にはずせ、洗濯機で水洗いができます。

またアームレストカバーや日よけも簡単に取りはず

して、ブラシ洗いができます。



日除け

(説明文中は幌と呼びます)

シート

セーフテイガード

ガードジョイントボタン

(左右アームレスト下側)

アーム レストカバ ー

シー トベ ル ト

(腰ベルト・股ベルト)

ステッフ

キャスターロックレバー

ガードキャッフ

足のせバー

リクライエングレバー

カゴフックホルダー

車体N oステッカー

ストッパー

(左右後車輪)

ハンドルクリッブ

ハンドサレアジャストボタン

(左右)

アームレスト(ひじかけ)

開閉ロック
( 左右 )

買い物カゴ

足カパー取り付けホック

キャスターロックレバー

カゴ取り付けホルタと

カゴ取り付けスライド

カゴフック

軸受ブレート



まずハンドルグリップが折り曲げてある場合は、まっす

ぐに起こします。(梱包時はハンドルグリップを折り曲げ →

てあります。)ハ ンドルグリップのアジャストボタンを

左右同時に押しながら起こしてください

●
本体後部にある、左右の開閉ロックをカチッと音がする

までつま先で押し下げてください。

ご ・注 ・意 開閉ロックを下げたまま走行し

ますと、ロックが解除されているため危険で

す。ロックの状態にご注意 ください。

●ロックが解除されている。

● 開 閉ロックが下がっ

て間に空きがある。

●ロックされている(走行のとき)

● 開 閉ロックが上がっ

て間に空きがない。

ハンドルを持ち上げるようにするか、アームレストの先

端を下に押し下げるようにしますと徐々に開きはじめて

自然に組み立てられます。

●日除け(幌)。買い物カゴ・アームレストカバーは梱包

時には取りはずしてあります。

本体を組み立てた後、取り付けてください。

↑
↓

ハンドルグリップのハンドルアジャス

トボタンを左右同時に押しながら、角

度を変えれば、ハンドルの高さが変わ

ります。身長に合わせて使いやすい高

さをお選びください。ハンドルアジャ

ストボタンから指をはなせば自動的に

固定されます。 滞
＼描



〔組み立て万〕
①幌の前後を確かめて (幌レバー(ハジキ)側が

前部)、ジョイント部分をしっかり差し込んで

ください。

②図のように幌の先端部、後部を持ってひろげ

てください。

③次に左右の幌レバー(ハジキ)の関節部を指で

押し固定してください。

(幌のたたみ方〕
④左右の幌レバー(ハジキ)の関節部の中央を下

から才甲し_Lげてから

⑤幌をたたみます。

〔幌をはずす場合)

⑥幌のジョイント部分を図のように真上に引き

抜いてください。幌をはずすことができます。

ご・注・意
ベピーカーを折りたたむときは必ず幌はたたんでください。

〔買しヽ物カゴのセッティング〕

図のように、買い物カゴの①部を本体の⑥部にカチッと

音がするまで完全に差し込んでください。

(買い物カゴを使用しないとき)

カゴフックを本体背音Bのカゴ

フックホルグーにセットして

ください。

〔買い物カゴを取り|よずすとき)
買い物カゴを開いた状態で

①カゴ枠の左右を交互に後方ヘ

強く引いてください。

②⑥部のロックが解除されます

ので、買い物カゴの両サイド

を持って後に引き抜いてくだ

さい。

①(カゴ取り付けスライド)

⑤(カゴ取り付けホルタと)

ご・注・意
●買い物カゴに角のとがった物を載せると

メッシュの部分を傷つけることがありま

すのでご注意 ください。

●荷物を入れて持ち運しSミときは、必

ず右図のように、付

属のベルトを持って

運んでください。

●買い物カゴには10k9

までの荷物を入れら

れますボ 縦長の重量

物を買い物カゴに載

せる場合は、横,こ櫛 ｀

せてこ・使用ください。



〔首を倒すとき〕
背部中央のリクライエングレバーを指先で握り、そのま

ま背を作」してください。アームがスライ ドして170°まで

行」れます。中間位置で止めたい場合はリクライエングレ

バーから指をはなせは自動的に中間位置で固定されます。

(背を立てるとき〕
リクライエングレバーを指先で握り、そのまま背を起こ

してくださいぅ

ご・ンェ・」B ベ ビ
ーカーを折りたたむ場合は必ずリクライエング角度をいちばん立てた位置に戻してください。

キャスター回ックレバーを図①のように下げますと、

ロックが解除され車輪が自由に動き方向転換が楽になり

ます。

固定させる場合は、キャスターロックレバーを図ののよ

うに上げますとロックされます。

ご・,王・景ま 折りたたむときは、キャスターを左右ともロックしてください。

ベビーカーから離れるときは必ずブレーキをかけてくだ

さい。後車輪内側左右のストッパーを下に倒した後ベビ
ーカーを前後に軽 く動かしてブレーキが正 しくかかって

いるか確認してください。

ブレーキ解除

――ブレーキされた状態



④起こす

シートがリクライエング位置にある場合は、

背をいちばん立てた位置に戻してください。

①左右の幌レバー(ハジキ)の関節部の中央

を下からす甲し上げてから

⑥幌をたたみます。

買い物カゴを本体背面の位置に戻【 ください。

ハンドルグリップが折り曲げてある場合は

まっすぐに起こします。

左右のキャスタ
ー回ックレバーを回ックしてください

本体後部にある、左右の開閉ロック

を、カチッと音がするまでつま

先で押し下げてください。

ハンドルを前方向に軽 く持ち上げるようにしながら、前

輪を支点にして矢印

の方向に力を加える
…

と自然に折りた

ためます。

      ↓

必要に応じて、ハンドルグリップを折り曲げれば、

に低 くコンパクトになります。

さ ら



〔取り付け方〕
セーフティガー ド正面の 《C,MBIタレタ》マークの上下

を確かめて、アームレスト(ひじかけ)のガード穴にカチ

ッと音がするまで押し込みます。左右とも確実にセット

されたか、ひっぱってチェックしてください。

(はずし方〕
①図のように、アームレスト(ひじかけ)の下側にあるガ

ドジョイントボタンを上に強く押し上げながら、
~ 「 /J■ /P′ 』ヽノ /ぞ _E'_,虫 ヽすTし

②セーフティガードを前方に引き抜いて

ください。

③座面のシートをめくると、ガードキャ

ップ(ガード穴用フタ)があります。本

体座画の裏から指でガードキャップを

押し上げてはずし、上下を確認してか

らガー ド穴の中に押し込んでください。

C)ガードキャップは図のようにコインを

差し込めば、はずせます。はずした後

は、本体座面にセットしておきます。

一

②引き抜く

①ジョイントボタン

を強く才甲す

③ガードキャップを
跡【リイ寸ける

〔I取り付 けたア〕 リ クライエングをいちばん作」した角度にして、アームレストカバーの左右を確認し、①白い 「突起」を
アームレスト(ひじかけ)内イ員J前部の穴に差し込み、の後ろに水平にスライドさせ、③後部の 「ホック」
をはめてください。

穴

ホック

(オス)

ホック(メス)

セーフティ
ガード

足カバー

取り付けホック

〔はずし万〕

(アームレストカバー取り付け時には使用しません)

アームレストカバーをはずす場合は、

(2)アームレストカバーを前方にスライ

Oホ ックをはずし、

ドさせるとはずせま抗

アームレストカバーをは

ずしたまま、赤ちゃんを＼、
ベビーカーに乗せること

は危険ですのでおやめく

ださい。



図のようにフルリクライエング状態にして、シート

の左右 3ヵ所ずつのホックをはずしてください。

次にシートを真上に引き抜くと、シートが本体より

はずれます。

ご・注・意
シー トを本体にセッ トする場合、ホックを確実にかけ

たかチェックしてください。

シー トベル トの長さは、赤ちゃんの成長に合わせて調整

できます。

腰ベル トは、右図のように本体背部のベル ト穴位置を移

動できます。

万一、股ベル トをはずした場合や、腰ベル トから差し込

みバックルをはずした場合は、図①①のように確実にセ

ットしてください。

ご ・注 ・意 股ベル トは、端末まで 5 Cm皮姐.余裕 を持

って、図①のようにセットしてください。

赤ちゃんは、1才前後から活発に動くようになります。

赤ちゃんを適切にホールドするために、ベルトは大人の

親指が入る程度のすき間を残し、しっかりと締めてく

ださい。

ホック

ホック

ID腰ベルト

足のせを使わないときは図のようにシートのホックをはずし、

足のせバーを座の中に押し込んでください。足のせを使用

する場合は、カチッと音がするまで強く51き出してください。

ご ・ン三・意 足のせを使用する場合は足のせバ
ーがき

ちんとセットされているか確認してください。 座の中に押し込む



●使用してよい乳幼児の年令……生後 7ヵ月以上満 2才 まで

連続使用時間………………………1時間以内が望ましい。

●ご使用になる場合は、折りたたみ構造の止

め金具などがしっかりかかっているか (完

全に開いた状態であるか)を、

ハンドルを上下させ

て確認してからご

使用ください。

●使用中には必ずシー トベ

ル トを締めてください。

また、シー トベル トを締

めていても万―の立ち上

りに対しては十分ご注意

ください。

●予L幼児を乗せたまま、持ち上

げないでください。階段等で

手を滑らせると大変危険で抗

●乳幼児や荷物を乗せた時には、特にストッパーを過信

しないようにご注意 ください。得錠型玉 自動車のブレ

ーキのような安全なものではありません。)

●二人以上の乳幼児を同時に乗せた

り、シート以外のところに乗せ

ないでください。また乳幼児

をベビーカーの中で立たせな

いでください。

●乳幼児を乗せている時、

買い物カゴ以外のところ

に荷物を乗せたり、つる

したりしないでください

●路上に駐停車する時、乳幼児は絶対に置き去りにしな

いでください。また空車であっても坂の途中、車道に

近い歩道など、危険な場所に放置しないでください。

●シー トは、洗濯機で丸洗いできます。

水流調整を③にセットして、

通常の洗斉Jを使用してくださ

い。脱水した後、日陰で平干

ししてください。漂白斉1は使

用しないでください。

0日 除け(幌)、アームレストカ

バー、足カバー等はブラシ洗いしてください。水洗いし

た後、乾いた布で水分を,S、き取り、陰干 ししてください。

●骨組みフレームに汚れがついたときは洗斉Jまたはぬれた

布でほこりや汚れを落し、乾いた布でイ士上げてください。

●車輪についた泥は、必ず,S、き取ってください。

●古くなって注油が必要と思われる場合は、必ず潤滑油を

少量お使いください。食用油はほこりがつきやすく、か

えって機能を低下させます。またキャスター言「分への,主

油はおやめください。

●湿気をおびたまま放置しますと、カビがはえることがあ

ります。乾いた布で,S、いた後、乾かして湿気をとるよう

に心がけましょう。




